
対話エージェント　進化続く

　人工知能（ＡＩ）と聞いたとき、
映画「 年宇宙の旅」に登場する
「ＨＡＬ 」のように言葉を使っ
て人間と対話するコンピューターを
思い浮かべる人は多いのではない
か。音声や自然文を入力する対話型
のシステムは「対話エージェント」
と呼ばれる。 年代に入り、スマ
ートフォン（スマホ）の普及や要素
技術の性能向上によって製品化が進
んだ分野である。
　対話エージェントは複数のＡＩ技
術から構成される。前回に紹介した
音声認識技術（音声をテキスト化す
る技術）に加え、自然言語処理技術
（テキストの構造や意味を理解して
処理する技術）、対話制御技術、検
索技術などを統合的に利用する。

　一般消費者向けに普及したものと
しては、 年に米アップルが発売し

たスマホ「ｉＰｈｏｎｅ（アイフォー
ン）４Ｓ」に搭載された「Ｓｉｒｉ」が
最初期である。Ｓｉｒｉは音声や自然文
による一問一答型の情報検索や簡易
な雑談会話の機能を持つ。
　Ｓｉｒｉが軍事研究に起源を持つこと
は意外と知られていない。米国の独
立系研究機関ＳＲＩインターナショ
ナルが ～ 年に実施した「ＣＡＬ
Ｏプロジェクト」の成果が元になっ
ている。ＣＡＬＯプロジェクトを助
成したのが米国防総省傘下のＤＡＲ
ＰＡ。ＡＩが現在のように注目を集
める前から、将来を見越して着々と
研究を続けていた。
　事業化フェーズに入ったＳｉｒｉは今
後、様々な機器に応用されるだろ
う。アップルは家庭や自動車でのプ
ラットフォーム構築を視野に入れて
いる。家庭の家電や照明を基本ソフ
ト（ＯＳ）「ｉＯＳ」上のアプリと連
携させるためのプラットフォーム
「ＨｏｍｅＫｉｔ」や、自動車の車載ディ
スプレーとアイフォーンを連携させ
る「ＣａｒＰｌａｙ」を提供する。将来的
にＳｉｒｉは家事や運転をするときのイ
ンターフェースとして普及する可能

性がある。
　対話エージェントの機能の進化も
さらに進むだろう。例えば、米アマ
ゾンが 年に製品化した筒状の音声
アシスタント「Ｅｃｈｏ」は、対話に
よる音楽の再生や買い物リストの登
録などを可能にした。

　米フェイスブックの動きも見逃せ
ない。 年にＬＩＮＥと似たコミュ
ニケーションツール「Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ」
で動作する知的アシスタント「Ｆａｃ
ｅｂｏｏｋ　Ｍ」の試験運用を始めた。電
子商取引（ＥＣ）サイトと連携する
などして、対話によるチケット予約
や利用者へのおすすめ商品の推薦な
どを計画している。 年の元日には
マーク・ザッカーバーグ最高経営責
任者（ＣＥＯ）が「家庭や職場でサポ
ートしてくれるＡＩ執事の開発を目
指す」と表明した。
　ＡＩの進化のスピードを考える
と、家庭や自動車、オフィスでの人
間のパートナーとして、知的な対話
エージェントが活躍する時代はそれ
ほど遠くないのかもしれない。
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